
住⺠の⽣命と財産を守る（最上川下流河道掘削事業）社会インフラの整備

平成３０年８⽉豪⾬等の近年の災害を踏まえ、「防災・減災、国⼟強靱化のため
の５か年加速化対策」により、流下阻害等によって、洪⽔氾濫による著しい被害が
⽣じる区間において、河道掘削・樹⽊伐採を実施し、安全性の向上を図ります。
※掘削した⼟砂は、⽇本海沿岸東北⾃動⾞道等で有効に活⽤されています。

最上川下流において河道掘削を実施

道路事業へ有効活⽤


